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は
じ
め
に

　

同
和
対
策
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
二
〇
〇
二
年
三
月
に
期
限

切
れ
を
迎
え
た
後
、
特
別
措
置
法
を
前
提
と
し
て
い
た
行
政
に
よ

る
調
査
が
少
な
く
な
り
、
被
差
別
部
落
︵
以
下
、
部
落
︶
の
実
態

を
つ
か
む
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
近
年
の
社

会
経
済
的
な
格
差
の
拡
大
・
貧
困
の
増
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
打
ち
切
ら
れ
た
後
の
部
落
住
民
や
そ

の
関
係
者
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
部
落
問
題
の
解
決
に
向

け
た
基
礎
資
料
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、﹁
日
本
社
会
﹂
が
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
な
状
況
に
付
置
さ
せ
て
い
る
の
か
を
つ
か

む
た
め
の
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
に
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
が
、

︵
社
︶
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
に
委
託
し
、
大
阪
府
内
の
四
七

地
区
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の
女
性
を
対
象
と
し
、
独
自
に
そ
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
結
果
か
ら
、
い
く
つ
か
の

特
徴
を
解
説
す
る︶

1
︵

。

特
集

大
阪
の
部
落
女
性
実
態
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

内
田
龍
史

　

本
稿
は
、
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
が
、
大
阪
府
内
の
被
差
別
部
落
女
性
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
二
〇
〇
八
年
に
行
っ
た
調
査
結
果
か
ら
、
そ
の

特
徴
を
解
説
し
て
い
る
。
結
果
、
相
対
的
に
安
定
し
た
子
ど
も
を
持
つ
若
い
世
代
が
部
落
外
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
、
四
〇
～
五
〇
歳
代
の
就
労
は
安
定
し
て

い
る
が
、
若
年
層
の
不
安
定
就
労
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
若
年
層
で
は
部
落
出
身
者
と
し
て
の
自
覚
、
被
差
別
体
験
、
差
別
認
識
が
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

要　
　

約
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一　

調
査
の
対
象
・
方
法
・
回
収
状
況

　

調
査
対
象
は
、一
五
歳
以
上
の
大
阪
府
内
の
部
落
女
性
で
あ
る
。

各
部
落
に
お
け
る
女
性
の
お
お
よ
そ
の
数
に
合
わ
せ
て
各
支
部
に

一
五
六
五
票
を
割
り
当
て
た︶

2
︵

。
調
査
方
法
は
、
世
帯
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
の
世
帯
票
に
つ
い
て
は
面
接
が
可
能
で
あ
れ
ば
面
接

法
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
は
配
布
留
置
法
、
個
人
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
個
人
票
に
つ
い
て
は
配
布
留
置
法
を
用
い
た
。
調
査

対
象
者
の
選
定
は
支
部
ご
と
の
機
縁
法
に
よ
る
。
調
査
時
期
は
、

二
〇
〇
八
年
七
月
一
五
日
～
八
月
末
で
、
有
効
回
収
数
は
個
人
票

一
三
一
四
票
、
世
帯
票
一
一
七
三
票
で
あ
っ
た
。

　

本
調
査
は
、
世
帯
の
状
況
、
教
育
・
識
字
・
情
報
、
福
祉
・
健

康
、
就
労
、
生
活
意
識
・
社
会
関
係
、
部
落
問
題
、
人
権
問
題
、

母
子
家
庭
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
項
目
に
よ
っ
て
現
状
が
把
握
さ
れ

て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
部
落
内
外
の
比
較
、
差
別

と
部
落
問
題
意
識
、
学
歴
・
職
業
な
ど
の
不
平
等
に
絞
っ
て
検
討

を
行
う
。二　

部
落
内
外
の
比
較

　

従
来
の
同
和
地
区
生
活
実
態
調
査
は
、
同
和
地
区
内
に
居
住
す

る
世
帯
を
対
象
と
し
て
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
。
本
調
査
は
、
部

落
解
放
同
盟
の
支
部
と
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る
女
性
を
対
象

と
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
結
果
と
し
て
部
落
外
に
居
住
す
る
も

の
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
︵
表
１
︶、
全
体
の
集
計
を
過

去
の
同
和
地
区
調
査
の
デ
ー
タ
と
厳
密
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
の
特
性
は
、
逆
に
言
え
ば
、
限
界
を
含

み
つ
つ
も
、
部
落
居
住
層
と
部
落
外
居
住
層
の
差
異
を
比
較
す
る

こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
世
帯
・
個
人
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
部
落

居
住
層
と
部
落
外
居
住
層
で
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
紙
幅
の

都
合
上
、
図
表
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
何
ら
か
の
形
で
部
落
内
か
ら
部
落
外
へ
と
流
出
し
た
層
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
部
落
外
居
住
層
は
、
比
較
的
若
年
で
、
核
家
族

世
帯
、
特
に
夫
婦
と
子
の
世
帯
の
割
合
が
高
く
、
持
ち
家
居
住
の

割
合
が
高
い
。
さ
ら
に
、
世
帯
年
収
も
﹁
七
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
万

円
﹂
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
お
り
、
安
定
し
た
層
が
多
い
と
考
え
ら

れ
る
。
逆
に
部
落
居
住
層
で
は
、
高
齢
者
世
帯
・
単
身
世
帯
が
多

く
、
年
収
が
低
く
、
府
・
市
町
村
営
の
賃
貸
住
宅
︵
改
良
住
宅
︶

居
住
の
割
合
が
高
い
。

　

す
な
わ
ち
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
同
和
地
区
の
実

態
の
変
化
か
ら
推
測
さ
れ
た
よ
う
に
、
部
落
の
安
定
層
が
部
落
外

に
流
出
し
、
部
落
内
に
高
齢
貧
困
層
が
と
ど
ま
る
と
い
っ
た
傾
向
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︵
奥
田
、
二
〇
〇
二
︶
が
、
改
良
住
宅
・
同
和
向
け
公
営
住
宅
家
賃

の
応
能
応
益
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
以
降
か
な
り
の
ス
ピ

ー
ド
で
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

差
別
と
部
落
問
題
意
識

　

部
落
出
身
者
と
し
て
の
自
覚
に
つ
い
て
は
、全
体
の
六
〇
・
六
％

が
自
身
を
﹁
部
落
出
身
者
﹂
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
部

落
出
身
者
と
し
て
の
意
識
は
、
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
は
隠
し
て

お
き
た
く
な
い
層
が
五
割
を
超
え
る
一
方
で
、
差
別
を
受
け
る
か

も
し
れ
な
い
と
不
安
を
感
じ
る
層
も
五
割
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
る

︵
図
１
︶。
部
落
差
別
に
対
す
る
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
他
の

年
齢
層
と
比
較
し
て
三
〇
～
五
〇
歳
代
で
多
い
。

　

部
落
差
別
体
験
に
つ
い
て
は
、﹁
自
分
が
、
差
別
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
﹂
が
一
五
・
六
％
、﹁
自
分
は
受
け
て
い
な
い
が
出
会

っ
た
こ
と
が
あ
る
﹂
が
一
一
・
二
％
、﹁
特
に
な
い
﹂
が
五
四
・

三
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

年
齢
別
︵
図
２
︶
に
見
る
と
、
四
〇
歳
代
で
﹁
自
分
が
差
別
を

受
け
た
﹂、
あ
る
い
は
﹁
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
﹂
を
あ
わ
せ
て

四
割
近
く
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
六
〇
歳
代
以
上
で

は﹁
無
回
答
・
不
明
﹂の
割
合
が
高
い
た
め
に
注
意
が
必
要
だ
が
、

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
そ
し
て
若
年
に
な
る
ほ
ど
そ
の
割
合
は
低
く

表１　年齢構成

人数 ％ 部落
居住

部落外
居住

2000年
調査

2005年
国勢調査

10歳代 57 4.3 3.4 7.5 6.0 5.5

20歳代 162 12.3 12.4 12.6 13.9 14.4

30歳代 179 13.6 12.5 18.4 13.5 17.8

40歳代 211 16.1 14.9 23.6 13.2 13.4

50歳代 201 15.3 15.3 17.8 19.8 16.7

60歳代 231 17.6 18.2 14.4 18.0 15.7

70歳代 169 12.9 14.7 4.0 11.5 10.4

80歳以上 93 7.1 7.8 1.1 4.2 6.0

不明・無回答 11 0.8 0.8 0.6 - -

合計 1314 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

※2000年調査は大阪府（2001）。2005年国勢調査は年齢不詳を除く。
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な
っ
て
い
る
。

　

図
表
は
省
略
す
る
が
、
被
差
別
体
験
の
特
徴
と
し
て
、
学
歴
の

高
い
層
ほ
ど
、
経
済
階
層
が
高
い
層
ほ
ど
、
被
差
別
体
験
の
割
合

も
高
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
定
の
割
合
で
差
別
を
し

よ
う
と
す
る
人
が
い
る
限
り
、
社
会
関
係
が
広
が
る
と
と
も
に
差

別
さ
れ
る
可
能
性
も
広
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

部
落
差
別
認
識
︵
図
３
︶
に
つ
い
て
は
、
就
職
・
恋
愛
・
結
婚

い
ず
れ
に
お
い
て
も
﹁
よ
く
あ
る
﹂﹁
た
ま
に
あ
る
﹂
を
あ
わ
せ

て
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
年
齢
別
に
見
る
と
、
特
に
差
別
を
強

く
認
識
し
て
い
る
の
は
四
〇
～
六
〇
歳
代
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被

差
別
体
験
と
し
て﹁
自
分
が
差
別
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
﹂層
が
、

部
落
差
別
を
厳
し
く
認
識
し
て
い
た
。

　

部
落
・
部
落
外
の
カ

ッ
プ
ル
の
う
ち
、
結
婚

差
別
を
経
験
し
て
い
る

の
は
三
分
の
一
で
あ
る

が
、
結
婚
反
対
経
験
を

結
婚
時
期
別
に
見
る

と
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
は
結
婚
差
別
経
験
が

少
な
く
な
っ
て
い
る

︵
図
４
︶。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
①
﹁
結
婚
差

別
が
実
際
に
減
少
し
て

い
る
﹂、
②
﹁
結
婚
差

別
が
生
じ
た
場
合
、
結

婚
に
ま
で
至
ら
な
い
者

が
増
え
て
い
る
﹂な
ど
、

図２　年齢別部落差別経験（χ =65.942、p<0.01）

図３　部落差別認識（N=1314）

図１　部落出身者としての意識（N=796）
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さ
ま
ざ
ま
な
解

釈
が
可
能
で
あ

り
、
今
後
の
研

究
課
題
の
ひ
と

つ
と
な
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、

若
年
に
な
る
ほ

ど
被
差
別
体

験
・
差
別
認
識

と
も
に
減
少
し

て
お
り
、
こ
の

傾
向
が
経
験
の

少
な
い
若
年
ゆ

え
の
傾
向
な
の

か
、
実
際
に
差

別
と
み
な
し
う
る
言
動
な
ど
が
減
少
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い

は
、
部
落
差
別
を
部
落
差
別
と
し
て
見
抜
く
力
︵
差
別
へ
の
レ
デ

ィ
ネ
ス
︶
が
低
下
し
て
い
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
可
能
で
あ

り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
調
査
・
検
討
が
必
要
と
な
る
。

四　

学
歴
・
職
業
な
ど
の
不
平
等

１　

学
歴

　

本
調
査
対
象
者
の
学
歴
構
成
を
年
齢
階
層
別
に
見
る
と
、
若
年

世
代
に
な
る
ほ
ど
高
学
歴
化
し
て
お
り
、
四
〇
歳
代
よ
り
若
い
世

代
で
は
八
～
九
割
が
高
校
卒
以
上
の
学
歴
を
有
し
て
い
る
。ま
た
、

高
校
よ
り
上
の
学
歴
を
有
す
る
割
合
も
五
〇
代
よ
り
若
い
世
代
に

な
る
と
急
上
昇
し
て
い
る
が
、
初
等
教
育
程
度
の
割
合
が
高
く
、

高
等
教
育
卒
業
者
の
割
合
が
低
い
傾
向
は
依
然
と
し
て
あ
る
︵
図

５
︶。
二
〇
～
四
〇
歳
代
の
六
割
前
後
が
利
用
し
て
い
た
﹁
地
域

改
善
対
策
奨
学
奨
励
費
補
助
事
業
﹂、
い
わ
ゆ
る
解
放
奨
学
金
は
、

部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
高
学
歴
化
を
促
し
て
い
た
大
き
な
要
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
〇
〇
一
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
格

差
が
残
っ
て
い
る
中
で
の
解
放
奨
学
金
制
度
の
廃
止
の
影
響
が
、

今
後
若
者
の
再
低
学
歴
化
と
い
う
形
で
本
格
的
に
出
て
く
る
可
能

性
も
否
め
な
い
。

　

図
表
は
省
略
す
る
が
、
本
人
の
学
歴
は
子
ど
も
の
進
学
へ
の
期

待
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ

け
そ
の
結
び
つ
き
は
子
ど
も
が
女
子
だ
っ
た
場
合
で
強
く
、
本
人

が
高
学
歴
で
あ
る
と
子
ど
も
に
高
い
学
歴
達
成
を
期
待
し
、
本
人

図４　結婚時期別結婚反対の経験（χ =25.004、P<0.001）
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が
低
学
歴
で
あ
る
と
高
い
学
歴
達

成
を
期
待
し
な
い
。
学
歴
が
親
世

代
か
ら
子
世
代
へ
と
再
生
産
さ
れ

て
い
く
可
能
性
、
特
に
子
ど
も
が

女
子
の
場
合
に
そ
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
へ
の
進
学
期
待

は
、
男
子
の
場
合
、
ど
の
収
入
階
層

に
お
い
て
も
﹁
大
学
ま
で
﹂
の
割
合

が
高
い
の
に
対
し
、
女
子
の
場
合
は

三
〇
〇
万
円
を
境
に
﹁
高
校
ま
で
﹂

の
割
合
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る

︵
図
６
︶。
つ
ま
り
、
経
済
的
に
厳
し

く
な
る
ほ
ど
、
女
子
に
進
学
期
待
を

か
け
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
経
済
的
な
不
利
益
が
女
性
を
よ

り
不
利
な
立
場
に
と
ど
め
る
可
能
性

を
示
し
て
い
る
。

　

２　

職
業

　

労
働
力
率︵
労
働
力
人
口
の
比
率
︶

図５　年齢別、不就学・小中学校卒業者（左）・高等教育卒業者（右）比率

出所）大阪府女性は「2000年国勢調査」
　注）　 大阪府女性は、年齢階層を10歳上にずらしている（2000年の調査時点で20歳代を30歳代

として図示）。
　注）　 ここで「高等教育」とは、短大・高専やいわゆる専門学校、大学・大学院など、高校よ

り上の上級学科校を指す。
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図６　世帯収入別、子どもへの進学期待男子（左）・女子（右）
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は
六
四
・
七
％

と
、
大
阪
府
女

性
の
四
六
・
一

％
︵
二
〇
〇
五

年
国
勢
調
査
︶

と
比
べ
る
と
二

〇
ポ
イ
ン
ト
近

く
高
く
な
っ
て

い
る
。
な
か
で

も
、﹁
主
に
仕

事
﹂
の
割
合
が

四
四
・
三
％

と
、
大
阪
府
女

性
の
二
七
・
一

％
と
比
べ
て
一

七
ポ
イ
ン
ト
程
度
高
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
非
労
働
力
人
口
の
割
合

は
三
五
・
三
％
と
、
大
阪
府
女
性
の
五
三
・
九
％
に
比
べ
て
二
〇
ポ

イ
ン
ト
近
く
低
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、﹁
専
業
主
婦
﹂
を
典
型

と
す
る
よ
う
な
﹁
家
事
を
し
て
い
た
﹂
非
労
働
力
人
口
割
合
が
大
阪

府
女
性
に
比
べ
て
低
い
た
め
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
背
景
に
は
男

性
の
失
業
や
不
安
定
就
労
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る︶

3
︵

。

　

年
齢
別
に
見
る
と
、
二
五
～
三
四
歳
、
四
〇
～
四
四
歳
で
は
大

阪
府
男
性
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
高
い
労
働
力
率
と
な
っ
て
い
る
︵
図

７
︶。
ま
た
、
大
阪
府
女
性
の
労
働
力
率
が
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
期
に
あ
た
る
三
〇
歳
代
で
低
く
な
る
Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い

る
の
に
対
し
て
、
本
調
査
対
象
者
の
労
働
力
率
に
お
い
て
は
、
は

っ
き
り
し
た
Ｍ
字
カ
ー
ブ
は
見
ら
れ
ず
、
三
〇
歳
代
後
半
に
へ
こ

み
が
見
ら
れ
る
程
度
の
台
形
型
を
描
い
て
い
る
。

　

産
業
構
成
比
を
見
る
と
、﹁
医
療
・
福
祉
﹂
の
割
合
が
最
も
高

く
二
四
・
七
％
を
占
め
て
お
り
、﹁
公
務
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も

の
﹂︵
一
六
・
三
％
︶、﹁
サ
ー
ビ
ス
業
﹂︵
一
五
・
七
％
︶
の
割
合

も
高
く
な
っ
て
い
る
。
大
阪
府
女
性
と
比
べ
る
と
、﹁
公
務
﹂
の

割
合
が
一
五
ポ
イ
ン
ト
、﹁
医
療
・
福
祉
﹂
も
八
ポ
イ
ン
ト
程
度

高
く
な
っ
て
い
る
。

　

従
業
上
の
地
位
は
、﹁
雇
用
者
﹂
が
九
割
を
超
え
て
お
り
、
大

阪
府
女
性
と
比
べ
九
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。
雇
用
形
態
で

は
正
規
雇
用
が
四
四
・
八
％
を
占
め
、
大
阪
府
女
性
と
比
べ
る
と

五
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

年
収
分
布
は
全
体
と
し
て
は
五
〇
～
一
〇
〇
万
円
未
満
を
ピ
ー

ク
と
す
る
右
肩
下
が
り
の
分
布
と
な
っ
て
お
り
、
傾
向
的
に
は
大

阪
府
女
性
と
似
通
っ
た
分
布
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
年
収
は
、
大

阪
府
女
性
の
二
一
六
万
円
に
対
し
て
、
本
調
査
対
象
者
は
二
二
二

万
円
と
六
万
円
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
大
き
な
違
い
と
は
い
え
な

い
。

図７　年齢別、労働力率

出所）大阪府は「2005年国勢調査」
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こ
の
よ
う
に
、
大
阪
府
女
性
と
の
比
較
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

部
落
の
就
業
の
特
徴
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
職
業
の

不
安
定
さ
、
低
位
さ
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
、
例
え
ば
、
調
理
師
資
格
や
ヘ
ル
パ
ー
資

格
の
取
得
に
よ
り
就
業
の
安
定
を
め
ざ
す
試
み
の
成
果
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
全
体
の
う
ち
四
五
・
八
％
が
何
ら
か
の
資
格
が

あ
る
と
回
答
し
て
お
り
、﹁
ヘ
ル
パ
ー︵
訪
問
介
護
員
︶﹂は
一
六
・

九
％
、﹁
調
理
師
﹂
は
一
四
・
六
％
が
所
持
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
資
格
、
と
り
わ
け
調
理
師
資
格
所
持
者
の
平
均
年
収
は
、
資
格

を
持
た
な
い
層
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
偏
り
、
不
安
定
さ
、
低
位
さ
が
見
ら
れ

な
い
の
は
、
調
査
対
象
者
全
体
で
見
た
場
合
で
あ
る
。
年
齢
別
に

見
る
と
、﹁
公
務
﹂
の
割
合
は
、
三
五
～
六
四
歳
で
は
二
割
を
超

え
る
が
、三
四
歳
以
下
の
若
年
層
で
は
一
割
に
満
た
な
い︵
図
８
︶。

安
定
し
て
い
る
公
務
員
層
の
厚
み

が
若
年
層
で
急
速
に
薄
く
な
っ
て

お
り
、
か
わ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
業
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
正
規
雇
用
比
率
は
、
四

五
～
五
四
歳
で
は
六
割
近
い
が
、

若
年
・
高
齢
に
な
る
ほ
ど
低
く
な

っ
て
お
り
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
派
遣
・
契
約
と
い
っ
た
非
正

規
雇
用
比
率
は
、
一
五
～
二
四
歳

で
は
七
割
を
超
え
、
二
五
～
三
四

歳
で
も
六
割
に
迫
っ
て
い
る
︵
図

９
︶。
大
阪
府
女
性
に
比
べ
る
と
、

三
五
～
六
四
歳
で
は
非
正
規
雇
用

比
率
が
一
〇
～
二
五
ポ
イ
ン
ト
低

図８　年齢別、産業構成（「公務」「医療・福祉」「サービス」のみ）
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く
な
っ
て
い
る
一
方
、
一
五
～
二
四
歳
で
二
四
ポ
イ
ン
ト
、
二
五

～
三
四
歳
で
一
三
ポ
イ
ン
ト
、六
五
～
七
四
歳
で
三
一
ポ
イ
ン
ト
、

非
正
規
雇
用
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
中
年
層
に
お
け
る
雇
用

の
相
対
的
安
定
の
一
方
で
、
若
年
層
と
高
齢
層
に
お
け
る
雇
用
の

不
安
定
さ
が
見
出
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
、
と
り
わ
け
若
年
層
に
お
け
る
雇
用
の
不
安

定
傾
向
は
、
今
回
の
調
査
で
見
出
さ
れ
た
就
業
に
お
け
る
偏
り
、

不
安
定
さ
、
低
位
さ
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
か
に
見
え
る
状
態
が
、

一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

部
落
女
性
と
大
阪
府
女
性
の
比
較
も
重
要
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
大
阪
府
男
性
と
の
格
差
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
日
本
社
会
に
お
い
て
、
女
性
の
学
歴
達
成
や
就
業
が
、

男
性
に
比
べ
て
差
別
的
・
不
平
等
な
状
況
が
厳
然
と
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
全
般
的
に
非
正
規
雇
用
割
合

が
高
い
の
は
圧
倒
的
に
女
性
で
あ
り
、
雇
用
条
件
に
お
け
る
男
女

の
格
差
を
今
後
ど
の
よ
う
に
変
革
し
て
い
く
の
か
と
い
う
大
き
な

視
野
に
立
っ
た
議
論
も
必
要
と
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
下
で
は
、
こ
こ
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お

き
た
い
。

　

ひ
と
つ
は
、
相
対
的
に
子
ど
も
を
も
つ
安
定
し
た
若
い
世
代
が

部
落
外
に
流
出
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
部
落
内
の
高
齢
者
の
比

率
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
以
前
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
支

援
の
働
き
か
け
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
今
後
は
、
持
続
可
能
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
の
政
策
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

　

二
つ
め
に
、同
和
対
策
事
業
や
部
落
解
放
運
動
の
成
果
と
し
て
、

学
歴
は
低
位
で
あ
る
も
の
の
四
〇
～
五
〇
歳
代
を
中
心
に
相
対
的

に
就
労
は
安
定
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
低
学

歴
傾
向
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
ま
ま
に
、
雇
用
環
境
の
変
化
や
同

和
対
策
の
終
了
に
よ
っ
て
、
若
年
層
の
不
安
定
就
労
が
増
大
し
て

い
る
。

　

加
え
て
女
子
は
、
男
子
と
比
較
し
て
学
歴
達
成
が
期
待
さ
れ
な

い
傾
向
に
あ
り
、
そ
う
し
た
傾
向
は
低
収
入
層
で
よ
り
強
い
。
す

な
わ
ち
、
階
層
的
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
た
女
性
が
、
学
歴
的

に
も
期
待
さ
れ
ず
、
就
労
の
場
面
に
お
い
て
よ
り
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
る
と
い
っ
た
不
平
等
の
再
生
産
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

　

三
つ
め
に
、
三
〇
歳
代
以
下
の
若
年
層
で
は
、
部
落
出
身
者
と

し
て
の
自
覚
、
被
差
別
体
験
、
差
別
認
識
が
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
な

っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
女
性
差
別
に
つ

い
て
も
、
四
〇
歳
代
の
女
性
と
比
較
し
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
話
し
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合
う
こ
と
が
少
な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
家

族
計
画
や
避
妊
を
パ
ー
ト
ナ
ー
任
せ
に
し
て
い
た
り
す
る
な
ど
、

女
性
と
し
て
の
自
己
決
定
に
関
す
る
意
識
が
薄
い
。
若
年
女
性
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
の
か
は
、
今
後
大

き
な
課
題
と
な
る
が
、少
な
く
と
も
部
落
差
別
や
女
性
差
別
を﹁
差

別
﹂
と
し
て
見
抜
く
た
め
に
は
一
定
の
学
習
が
必
要
で
あ
り
、
そ

う
し
た
機
会
を
幅
広
く
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

文
献

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
﹃
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
女
性
部

調
査
報
告
書
﹄
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
、
二
〇
〇
九
年
。

奥
田
均
﹃
人
権
の
宝
島
冒
険
︱
二
〇
〇
〇
年
部
落
問
題
調
査
・
10
の
発

見
﹄
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

大
阪
府
企
画
調
整
部
人
権
室
﹃
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
実
態
等
調

査
報
告
書
︵
生
活
実
態
調
査
︶﹄
二
〇
〇
一
年
。

注︵
１
︶詳
し
く
は
、
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
︵
二
〇
〇
九
︶
を
参
照

さ
れ
た
い
。
な
お
、
本
章
四
節
で
紹
介
し
て
い
る
﹁
学
歴
・
職
業

な
ど
の
不
平
等
﹂に
関
す
る
分
析
は
、
本
報
告
書
第
三
章﹁
教
育
・

識
字
・
情
報
﹂、
第
五
章
﹁
就
労
﹂
を
執
筆
し
た
妻
木
進
吾
の
分

析
に
依
っ
て
い
る
。

︵
２
︶本
調
査
は
、
母
集
団
名
簿
か
ら
一
定
の
割
合
で
抽
出
を
行
う
サ
ン

プ
リ
ン
グ
調
査
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
把
握
で
き
た
デ
ー
タ
か

ら
大
阪
府
内
の
部
落
女
性
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
あ
く
ま
で
も
、
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
全
体

像
が
把
握
で
き
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
ま
っ
た
く
の
知
り
あ
い
だ
け
に
お
願
い
し
て
調

査
票
を
回
収
す
れ
ば
、
大
阪
府
内
の
部
落
女
性
の
全
体
像
か
ら
大

き
く
か
け
離
れ
た
デ
ー
タ
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
そ
う
な
ら

な
い
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
地
区
別
・
年
齢
別
に
割
り
当
て
を
行

い
、そ
の
割
り
当
て
を
目
標
に
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
に
し
た
。

予
算
や
調
査
人
員
の
都
合
上
、
本
調
査
で
は
一
〇
〇
〇
世
帯
・
一

五
〇
〇
人
程
度
の
把
握
を
目
標
と
し
、
大
阪
府
内
の
一
五
歳
以
上

の
地
区
女
性
の
数
は
お
お
よ
そ
四
万
人
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
抽

出
率
は
二
六
分
の
一
と
し
た
。

︵
３
︶大
阪
府
が
二
〇
〇
〇
年
に
行
っ
た
﹁
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た

実
態
等
調
査
生
活
実
態
調
査
﹂︵
大
阪
府
、
二
〇
〇
一
︶
で
は
、

二
五
歳
以
上
の
男
性
の
就
業
率
は
大
阪
府
と
比
較
し
て
一
貫
し
て

低
く
な
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
失
業
率
の
高
さ
の
反
映
で
あ
り
、

大
阪
府
男
性
で
は
失
業
率
は
六
・
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
和

地
区
で
は
九
・
七
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。


